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★は．そのn文のオリジナリティが出る冊分．
その中のひとつでもオリジナリティがllllLば･I･分。
函鰯蕊図書館議繊議瀧論蝋鰔艤
－５０－ 蕊
No.２６（1995.2） 私立短期大学東海・北陸地区図書館協議会会報
研修会－
３．１．３説明方法
説明のための資料をもっとわかりやすくする必要がある。資料の探索方法についてはト
ゥールのリストだけを配布したが、実例入りのもっとビジュアルな説明資料の方がよい。
説明会のたびに資料をコピーをするのは面倒だから、「資料の探し方」といった冊子体と
してまとまったものを作った方がよいのかもしれない。
3.1.4教官に対する説明会
教官が図書館やトゥールについて以外に知識がないような印象を受けた4)。新任の教官
など図書館に慣れていない教官を対象とした説明会ができれば、教官全体に対するＰＲや
図書館を理解してもらうためのきっかけになるだろう｡
3.2図書館の問題点
自館について説明すればするほど、０PACの使い勝手、遡及入力、蔵書の不備といった問
題点が見えてくる。アンケートの自由感想欄を見てもOPACが使いにくい、というものが多
い。実際、利用しにくいトゥールの使い方を説明するのは大変気がひける。このことは図
書館の自己評価につながる。これらの問題点を解決しない限り、利用者教育は自己満足に
過ぎない。その一方で「役立った」と素直に喜ばれるとやる気が出る。利用者教育を利用
者からのフィードバックの場としてとらえて図書館の自己評価に反映することは大切なこ
とである。
3.3組織上の問題点
図書館から利用者に働きかけるような利用者教育は、従来の受け身の参考業務とはかな
り違う仕事である。そのため、好きでないとできない仕事＝好きな人がやる仕事＝必須の
仕事ではないと捉えられる傾向がある。内容自体定型化しにくいが、組織化されていない
仕事は継続性がないので問題である。その一方、NACSIS-ILLの導入後全国的に業務量が増
大しているＩLL業務との兼業での指導は、負担が大きい。こういう中で、利用者教育を展
開していくには、「人」が必要なことは当然だが、その前に地道なＰＲと実践を続け、教
官等から、図書館の利用者教育がなくてはならない業務として認められる必要がある。ま
た、次善の策として『図書館の達人』シリーズのような利用者教育の共通トゥールが必要
だろう5)。このビデオは業務を定型化するためのマニュアル・ビデオとしても面白い。
3.4図書館の学内における地位に関する問題点
図書館は大学の中心的存在になるべきだが、現在はそうではない。本学では学生の参加
が必須のオリエンテーションがない。必須にならないのなら、オリエンテーションの前段
階のイベントや客寄せなど図書館に来てもらう努力をする必要がある。３．３同様、図書館
から情報を発信し続け、徐々に図書館対する期待を高め、地位をあげていく必要がある6)。
４．今後の展望
今後の利用者教育について、３つのポイントから展望してみた。
4.1カリキュラム化
自分で研究をできるようにする、すなわち研究方法を教えること、が大学教育の曰的な
ら、図書館利用法は従来の教養課程で教えるような必須の授業になるべきだろう。また、
体系的に教えるというのが利用者教育の意味とすれば、図書館員が限られた時間内に行う
よりは、カリキュラムの一部として行う方がふさわしい。東大教養学部の学問の方法につ
いてのテキストがベストセラーになったように7)教官もこういうニーズを感じている０本
学でも文学部の教官から授業の中で図書館利用法を説明してほしいという要望があった。
大学改革の中で図書館の役割が重視され、図書館利用についてのカリキュラムが作られる
ようになれば、図書館もそれに対応し協力すべきだろう。
－５１－ 
No.２６（1995.2） 私立短期大学東海・北陸地区図書館協議会会報
研修会一
4.2マルチメディア化
将来、利用案内、現在プリントで配布している探索トゥール・リスト、さらに図書館資
料そのものがコンピュータ・ファイル化され、マルチメディアパソコンなどを利用して図書館外からでも常時アクセスできるような電子図書館に近いものになる可能性がある。また、インターネットを通して学外・国外の同様のデータベースの利用も容易になり、電子
メールを使ったレファレンス・サービスも増えるだろう。その前段階としてパソコンによるインタラクティブな館内利用案内で利用者教育のかなりの内容をカバーできるようにな
ると思われる8)。その時の利用者教育はパソコンのインストラクターのようなものになっ
ているのかもしれない,)。
4.3オープン化
現在、大学をめぐる流れとして、生涯教育の重視、留学生の増加、一般市民利用者の増加といった利用者のオープン化と多様化の傾向がある。現在でも閲覧カウンターにいると、これらの利用者に対する指導の方が大変で時間がかかることに気づく。将来は、学内者だけではなく、より多様な利用者を念頭に入れた公共図書館的な利用者教育をする必要が出
てくるだろう。
５．おわりに
現在、大学図書館では3.1のような純粋な利用者教育の問題の前にもっと大きな問題がある。ここでは、こういった大きな問題や展望について提示をするだけで具体的な論議をすることはできなかったが、大学が教官の研究機関という側面から学生のための教育機関という側面を重視する方向に変わりつつある中で図書館が利用者教育を通じてその地位を
アピールしていくことがこれまで以上に重要になってくることは確かだろう。
正
1)JＬＡ利用者教育臨時委員会(1993)の「大学図書館の感覚で言うとね、利用者が図書館資
料を使いこなすようになるには利用案内とかＰＲとかではカバーしきれないものがあるこ
とは確かだよ。系統的な文献調査の方法だとか分野ごとの資料の使い方、またデータベー
ス関係になると、やはりきちんと指導というか教育の一貫としてやらないと追いつかないという感じだよ」という言葉の主旨に従って利用者教育という用語を用いる。そういう意
味では、体系的に行われていない活動は利用者教育と呼ぶよりも利用案内、利用指導とい
う用語を用いた方がふさわしいかもしれない。
2)橋(1992)では、その他に(1)図書館員の専門性が生かされる、（２）大衆化された大学で
は教育しないと利用できない学生が多い、（３）図書館の活動のＰＲといった意義をあげた。
3)大城(1994)は情報リテラシーの定義とその図書館を使ってのi函養の重要性について述べ
ている。
4)橋(1994)によると、金沢大学の教官の45％しかNACSIS-IR（学術`情報センターのオンラ
イン'情報検索システム）を知らず、１５％しか利用したことがなかった。このことに代表さ
れるように図書館の提供するサービスについての教官の認知度は低いと予想される。
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５)JＬＡ利用者教育臨時委員会(1991)では利用者教育の普及を阻む問題点を列挙し、それを
解決するための方策としてマルチメディア化された共通トゥールの整備を上げている。
6)中嶋(1994)は利用者教育における広報の重要性を述べている。
7)小林ほか(1994)の他に東北大学での実践例をまとめたものである扇元ほか(1994)がある。
また、大学生の読者が多い別冊宝島も『図書館をしゃぶりつくせ！』というタイトルの本
を出しているし、野口（1993）がベストセラーになったように情報管理と利用に関する一
般の人々の関心も高い。
8)山田(1993)はマルチメディア・パソコンを利用した館内利用案内がオリエンテーション
の補助トゥールとして有効であると述べている。
9)市古(1994)は、インターネットによるレファレンス・サービスの変化の可能性を指摘し
ているが、このことは利用者教育についてもいえるだろう。また、学術情報センターの
NACSIS-CAT、NACSIS-IRの講習会は全国各地の大学図書館で毎年行われているが、こうい
った業務上の技術を教える仕事も図書館員の仕事の一部になりつつある。
函
市古みどり(1994)：インターネットを利用したレファレンスサービス．専門図書館,148
pp6-l6 
扇元敬司，伊藤敞敏(1994)：学術情報の上手な仕上げ方．川島書店,l71p
大城善盛(1994)：生涯学習社会と情報リテラシー：学校図書館は図書館利用の原点．
図書館雑誌，８８(3),ppl41-l44
小林康夫，船曳建夫編(1994)：知の技法．東京大学出版会，283p・
中嶋康(1994)：大学図書館における広報戦略と利用者教育：ネットワーク型の共同研究を
めざして．’情報の科学と技術,44(9),pp､490-498．
野口悠紀雄(1993)：「超」整理法：情報検索と発想の新システム（中公新書1159)．
中央公論社,232p・
橋洋平(1992)：金沢大学附属図書館中央館における利用者教育．大学図書館研究,39,
肌55-62．
橋洋平(1994)：NACSIS-IRILLサービスの問題点：金沢大学の教官に対するアンケートか
ら．大学図書館研究,44,pp､15-30．
図書館をしゃぶりつくせ！（別冊宝島EX).宝島社.1993,221p・
山田敦(1993)：オリーブ:OLIVE現状と課題．槽：岡山大学附属図書館報,18,卯.11-13.
JＬＡ利用者教育臨時委員会(1991)：人・時間・予算の壁は突破できる．図書館雑誌,85(１０）
pp694-697 
JLA利用者教育臨時委員会(1993)：利用者教育ってなに？：用語をめぐる架空座談会．
図書館雑誌,87(7),pp､457-460
－５３－ 
